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1. 害虫 ADP/ATP輸送体組換え出芽酵母に対する生育阻害物質の探索 





















するために、 Trichoderma brevicompactum FKI-6324 株および Aspergillus 
flaschentraegeri FKI-6682 株を培養後、各種クロマトグラフィーおよび各種機器
分析の測定から、FKI-6324株培養液より新規 peptaibol類縁体として FKI-6324A
物質（4.6 mg）を、FKI-6682株培養液より新規 sterol系物質 FKI-6682A物質（15.0 
mg）を単離・構造決定し、生物活性を評価した。これら化合物は害虫 AAC発現
出芽酵母に対して 1 µg/discにおいても阻止円を形成し、FKI-6324A物質では 10 
µg/disc で AAC 非発現株に阻止円を形成し、FKI-6682A 物質においては 100 
µg/discにおいても AAC非発現株に阻止円を形成しなかった。このことから、10














【結果】 前任者によって見出された Paraphaeosphaeria sp. TR-022株培養液に
ついて各種カラムクロマトグラフィーにより精製を行った結果、既知化合物
berkleasmin Aと新規化合物 TR-022Aおよび TR-022B物質を活性物質として単離
した。ABK含有非含有培地において、berkleasmin Aをペーパーディスク上で評
価した。ABK非含有培地では 30 µgで 11 mmの阻止円径を示すのに対し、ABK
含有培地では 0.3 µg で同一の阻止円径を示した。このことから、berkleasmin A





























なかった。K14-0012B 物質も A 物質と同程度の溶血反応阻害活性を示し、その
50倍高い濃度でも菌の増殖に影響を与えなかった。 
 
4. 3型分泌装置阻害物質 aurodoxの標的タンパク質の同定 
【背景・目的】 以前に、当研究室にて探索研究が行われた。その結果、aurodox
が EPEC の溶血反応阻害物質として発見された。Aurodox の溶血反応阻害活性
（IC50: 1.2 µg/mL）と抗菌活性（IC50: 40 µg/mL）の間に 33倍の選択性が確認さ
れた。また、EPECのマウスモデルである Citrobacter rodentiumを用いたマウス
感染実験において、tetracyclineより 8倍低い濃度で治療効果を示した。Aurodox










【結果】 2 種類のタンパク質解析方法で aurodox-beads 特異的に結合するタン
パク質として、adenylosuccinate sytase（purA）、isocitrate dehydrogenaseおよびEF-Tu





質を 6 物質、既知物質を 1 物質得た。これら活性物質は従来とは異なる方法で
取得されていることから、新たな創薬研究のリード化合物となることが期待さ
れる。また、作用機構解析では、T3SSとは関係がないと考えられてきた 1次代
謝経路の酵素が同定された。このことから本酵素を標的とした新たなスクリー
ニング系も構築できると考えている。 
